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概要 
 層状イオン結晶であるカドミウムハライド結晶にダイポール中心として２原子分子イオン（ＣＮ－，
ＯＨ―）を添加した系での高分解能赤外吸収スペクトルを低温で測定している。 
ダイポール中心は結晶のｃ軸方向にダイポール軸を向けてハロゲンイオン面内で整列しており，か
つ，結晶の一軸性局所電界の下で回転自由度が抑えられているため，観測されるスペクトルは極めて
鋭い構造を示している。この鋭い吸収線を選択的に励起することが可能になると，ダイポール中心の
高い振動準位まで，振動励起のアップ・コンバージョンを実現でき，弾性（振動）エネルギーを電子
分極エネルギーに変換することが可能になる。また，その逆過程（電子分極エネルギーを弾性エネル
ギーに変換）も可能である。 本研究はその基礎過程を解明することを目的としている。 
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